
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
と
は
？

　
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危

険
度
が
高
ま
っ
た
と
き
に
、
市
町
村

長
が
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
す
る
際

の
判
断
や
、
住
民
の
自
主
避
難
の
参

考
と
な
る
よ
う
、
県
と
銚
子
地
方
気

象
台
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情
報

が
土
砂
災
害
警
戒
情
報
で
す
。

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
市
町
村
単

位
で
発
表
さ
れ
、
報
道
機
関
な
ど
を

通
じ
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令

す
る
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
や
広

報
車
な
ど
で
伝
え
ま
す
。
土
砂
災
害

警
戒
情
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
な

く
て
も
、
斜
面
の
状
況
に
は
常
に
注

意
を
払
い
、
普
段
と
異
な
る
状
況
に

気
付
い
た
場
合
に
は
、
安
全
な
場
所

へ
と
避
難
す
る
と
と
も
に
、
市
役
所

土
砂
災
害
の
種
類

●
崖
崩
れ（
急
傾
斜
地
崩
落
）

　
大
雨
に
よ
り
、
急
傾
斜
の
崖
が
突

然
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
す
。
地
震
に

よ
っ
て
起
き
る
こ
と
も
あ
り
、
崩
れ

た
土
砂
は
斜
面
の
２
倍
に
当
た
る
距

離
ま
で
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
突

発
的
に
起
こ
り
瞬
時
に
し
て
崩
れ
落

ち
る
の
で
、
逃
げ
遅
れ
る
人
も
多
く
、

被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

●
土
石
流

　
谷
や
山
の
斜
面
か
ら
崩
れ
た
土
や

石
な
ど
が
、
大
雨
に
よ
る
水
と
一
緒

に
な
っ
て
、
一
気
に
流
れ
出
る
現
象

で
す
。
土
石
流
は
、
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、
人
命
に
か
か
わ
る
大
き
な
被
害

に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

●
地
す
べ
り

　
比
較
的
な
だ
ら
か
な
斜
面
の
場
所

へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」
と
は
？

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
度

が
高
い
場
所
を
土
砂
災
害
警
戒
区

域
、
ま
た
は
特
別
警
戒
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
旭
市
で
は
48
か
所
が

指
定
さ
れ
て
お
り
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.pref.chiba.

lg.jp/kakan/sabou/keikai/
asahi.htm
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）で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
な
お
区
域
指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所

に
つ
い
て
は
、
市
で
「
旭
市
土
砂
災

害
危
険
箇
所
位
置
図（
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」
を
作
製
し
、
対

象
地
区
の
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

で
起
き
や
す
く
、
粘
土
の
よ
う
な
滑

り
や
す
い
地
層
に
雨
水
な
ど
が
染
み

込
み
、
そ
の
影
響
で
地
面
が
動
き
出

す
現
象
で
す
。

前
兆
現
象

　
次
の
よ
う
な
現
象
を
察
知
し
た
場

合
は
、
土
砂
災
害
が
直
後
に
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に
安
全

な
場
所
へ
と
避
難
す
る
と
と
も
に
、

市
役
所
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
山
鳴
り
が
す
る

◦
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す

◦
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

◦
井
戸
の
水
が
濁
る

◦
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
く
る

※
土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因
で

起
こ
り
ま
す
。
１
時
間
に
20
㎜
以

上
、
ま
た
は
降
り
始
め
か
ら
１
０

０
㎜
以
上
の
降
雨
量
に
な
っ
た
ら
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

　
災
害
時
に
は
、
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合

に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
「
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
」
が
利
用
で
き
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

　
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
戸
別
受

信
機
は
、
停
電
対
応
用
に
単
１
電
池

を
セ
ッ
ト
し
て
あ
り
ま
す
。
電
池
の

寿
命
は
約
１
年
で
す
。
戸
別
受
信
機

か
ら
の
合
図（
放
送
終
了
後
の
音
声

に
よ
る
案
内
や
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
左

に
あ
る
電
源
ラ
ン
プ
が
赤
と
緑
色
の

交
互
点
滅
）が
あ
っ
た
場
合
は
、
ア

ル
カ
リ
の
単
１
電
池
を
交
換
し
、
右

側
面
に
あ
る
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
一
度

切
っ
て
か
ら
、
再
度
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
受
信
状
況
が
悪
く
聞
こ
え
に

く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ

を
最
大
限
に
伸
ば
す
か
、
設
置
場
所

を
変
更
し
、
受
信
状
況
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い（
午
前
７
時
、
正
午
、
午
後

４
時
30
分
、
午
後
６
時
に
定
時
放
送

を
実
施
）。
そ
れ
で
も
聞
こ
え
な
い
場

合
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
‐
５
３
１
１

　東日本大震災による津波の浸水範囲を表示
し、またいつ発生するかもしれない津波に備え、
住民や観光客の安全な避難に役立つよう、標高
マップを作製しました。この標高マップは区を
通じて、海岸地域の世帯に配布します。区に加
入していない人や海岸地域以外の人などへは、
市役所本庁または各支所住民室で配布します。

旭市津波避難用標高マップを作製

　
近
年
、
台
風
や
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
、
地
震
な
ど
に
よ
り
全
国
各

地
で
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
は
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
災
害
か
ら
生
命
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、

日
ご
ろ
か
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
土
砂
災
害

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
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